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昆虫類 ＜コウチュウ目 タマムシ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 
INSECTA ＜COLEOPTERA BUPRESTIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：－） 

クロマダラタマムシ Nipponobuprestis querceti (Saunders) 

 
【選定理由】 
 エノキなどの大木に見られるが、個体数が少ない。生息地は平野部に偏る傾向があるが、平野部
に残存するこれらの大木はもともと少なく、かつ都市化による乾燥化などにより生息環境があきら
かに悪化、縮小してきている。 
 

【形 態】 
 体長 17～28mm。黒色で、赤銅あるいは青緑色の金属色を帯び、上翅には多数の黄白色の小円紋
がある。近似種にアオマダラタマムシがあるが、この種とは、体色の他、上翅の縦隆脈が太く弱い
こと、上翅に各 2 個の円形の陥凹紋を欠くことなどで区別できる。 
 

【分布の概要】 
 
【県内の分布】 
 平野部を中心に分布し、稲沢市（穂積 , 
1965）、名古屋市（長谷川, 2002・2017）、岡
崎市（大平, 1985）、豊橋市（佐藤ほか, 1990）
などから記録がある。 
 
【国内の分布】 
 本州（関東以西）、四国、九州。 
 
【世界の分布】 
 中国中部。 
 
 
 
 
 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 県内では平野部および丘陵地で、寄主植物となるエノキ等の大木が存在する林に生息する。成虫
は、5～7 月に出現し大木の枯死部や樹冠部に見られ、幼虫は県内の観察例ではウロを伴う大木の枯
死部に見つかる例が多い。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 名古屋城産の古い標本が残されていることから、かつては、名古屋市内にも生息していた。三河
地方では大木を伴う寺社、公園等の緑地に生息地が残されている。もともと個体数の多い種ではな
い。減少の原因としては、発生木となるエノキ大木の減少が挙げられる。分布の中心が平野部であ
るため、都市化の影響を強く受けたものと推測される。 

【保全上の留意点】 
 生息地での発生木ならびに周辺環境の保全。特に本種の生息地となっている公園などでは、整備
や管理事業が本種の生息環境の悪化に繋がらないよう十分考慮すべきである。 
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（長谷川道明・蟹江 昇・戸田尚希） 
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